
私の抱負私の抱負

い
・
こ
ど
も
達
に
未
来
を

持
て
る
町
づ
く
り
②
農
業

・
地
場
産
業
【
商
・
工
】

の
活
性
化
へ
の
支
援
③
災

害
・
防
犯
強
化
対
策
へ
の

支
援
を
重
点
に
進
め
て
参

り
ま
す
。　

　
私
の
持
ち
味
は
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
人
間

関
係
の
広
さ
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

　
幸
田
町
を
、
人
一
倍
愛

す
る
思
い
で
、
情
熱
と
行

動
力
を
持
っ
て
幸
田
町
の

発
展
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
が
主
役
で

す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
未
来
の

幸
田
町
を
。

　
３
期
目
を
目
指
し
て
、

初
め
て
選
挙
を
経
験
し
ま

し
た
。
大
変
厳
し
い
選
挙

で
、
支
援
く
だ
さ
っ
た
人

た
ち
初
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
た
め
に
、
働
け
る
議

員
に
な
る
決
意
を
し
ま
し

た
。

　
２
期
の
経
験
か
ら
、
議

会
改
革
の
必
要
性
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。
二
元
代
表

制
の
下
、
町
政
は
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
議
会

の
使
命
で
あ
る
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
働
い
て
い
る
か
、

は
な
は
だ
疑
問
を
感
じ
て

い
ま
す
。
３
月
議
会
に
お

い
て
、
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。
議
会
と

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見

交
換
、
全
議
員
間
の
討
議
、

議
会
と
町
長
部
局
と
の
、

適
度
な
緊
張
関
係
な
ど
を
、

考
慮
し
た
議
会
活
動
が
重

要
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
は
、
他
町
村
よ
り
遅
れ

て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

化
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
役

場
職
員
の
業
務
合
理
化
に

も
繋
が
り
、
実
現
し
た
い

テ
ー
マ
で
す
。

　
幸
田
町
は
順
調
に
発
展

し
て
い
ま
す
。
順
調
な
時

こ
そ
、
将
来
を
し
っ
か
り

見
極
め
、
計
画
を
立
て
る

こ
と
が
、
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
新
人
で
過
ご
し
た
４
年

間
は
無
我
夢
中
で
、
先
輩

議
員
に
頼
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

先
輩
議
員
が
少
な
く
大
多

数
が
２
期
生
議
員
で
あ
り
、

責
任
の
大
き
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
、
新
人
の

時
に
公
約
と
し
て
掲
げ
ま

し
た
①
お
年
寄
り
に
優
し

　
こ
の
度
、
２
期
を
迎
え

る
に
当
た
り
新
た
な
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

小
の
総
合
学
習
の
場
に
も

な
り
、
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
教
育
に
役
立
て
て
貰

っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
人
と
一
緒
に
小

学
生
、
中
学
生
が
整
備
し

た
場
所
で
、
園
児
た
ち
が

遊
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、

地
域
の
一
体
感
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
桐
山
、
上
六
栗
、
六
栗

に
囲
ま
れ
た
山
に
、
子
ど

も
も
大
人
も
気
軽
に
散
策

で
き
る
林
道
を
つ
く
る
事

が
、
今
の
活
動
の
最
終
目

標
で
す
。

　
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

健
康
な
心
と
体
を
育
み
、

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
と
思
わ
せ
る
、
幸
田
町

に
し
て
行
く
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。

じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で

進
め
て
来
た
通
学
路
の
安

全
確
保
の
対
策
と
、
里
山

整
備
活
動
を
利
用
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
素

晴
ら
し
い
地
域
に
、
築
き

上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
六
栗
西
山
の
里
山
整
備

活
動
は
、
南
部
中
、
豊
坂

　
こ
の
度
、
２
期
目
の
幸

田
町
議
会
に
送
っ
て
い
た

だ
き
、
一
層
の
責
任
を
感

黒く
ろ

木き 　
一は

じ
め［

73
歳
］

横
落
区（
現
）

初
心
に
帰
っ
て
、町
民
目
線
で

葊ひ
ろ

野の 

房ふ
さ

男お

［
73
歳
］

六
栗
区（
現
）

自
然
と
人
の
共
存
で

魅
力
あ
る
町
に

稲い
な

吉よ
し 

照て
る

夫お

［
76
歳
］

芦
谷
区（
現
）

二
元
代
表
制
を

確
立
で
き
る
議
会
に
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私の抱負私の抱負

　
住
民
こ
そ
政
治
の
主
人

公
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
安
心
し

て
子
育
て
し
や
す
い
町
、

住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し

て
老
後
を
過
す
こ
と
が
で

き
る
町
に
な
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

く
決
意
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰

な
ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
く
ら
し
が
大
変
と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
く
ら
し
を
支
え
る
町

政
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

　
小
中
学
校
の
学
校
給
食

無
償
化
、
中
高
生
の
居
場

所
づ
く
り
、
高
齢
者
の
補

聴
器
購
入
費
助
成
や
外
出

支
援
、
18
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
税
の
均
等
割
廃

止
、
公
営
の
合
葬
式
墓
地

公
園
整
備
、
気
候
温
暖
化

対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
「
町
民
の
目
線
」
で
、

町
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役

割
も
ま
す
ま
す
重
要
で
あ

り
、
監
視
機
能
を
高
め
、

福
祉
・
く
ら
し
を
第
一
に

す
る
町
政
め
ざ
し
頑
張
り

ま
す
。

※
各
議
員
の
抱
負
は
、
議

席
番
号
順
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

で
す
。

　
災
害
の
少
な
い
町
、
高

齢
者
の
安
心
し
て
住
み
暮

ら
せ
る
町
、
ま
た
、
少
子

化
対
策
で
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
整
備
、
そ
し

て
、
総
合
体
育
館
、
歴
史

博
物
館
、
等
々
、
町
民
の

願
い
は
山
積
み
で
す
。
議

員
と
し
て
町
民
の
思
い
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
快
適
で
住
み
や
す
い
町

を
望
む
は
町
民
の
願
い
で

す
。
町
民
の
た
め
に
幸
せ

で
安
全
、
安
心
の
幸
田
町

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
制
定
さ
れ
た

「
幸
田
町
議
会
基
本
条
例
」

に
則
っ
て
議
会
、
及
び
議

員
の
役
割
を
充
分
に
果
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
御
意

見
を
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

我
々
議
員
が
町
政
の
発
展

と
町
民
の
福
祉
増
進
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
町
民
の
皆

様
と
の
対
話
を
多
く
設
け
、

行
政
の
施
策
を
一
緒
に
考

え
、
チ
ェ
ッ
ク
、
監
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
も
「
緑
住
文
化
都

市
」
５
万
人
を
目
指
し
、

す
み
や
す
く
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
町
づ
く
り
が
必
要

編
集
後
記

編
集
後
記

　
５
月
９
日
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

編
集
委
員
も
新
た
な
メ
ン

バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

町
民
と
議
会
の
パ
イ
プ
と

し
て
、
議
会
を
身
近
に
感

じ
、
あ
り
の
ま
ま
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
委
員
長　
田
境　
毅

笹さ
さ

野の 

康や
す

男お

［
76
歳
］

里
区（
現
）

町
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を

大
切
に

丸ま
る

山や
ま

千ち

代よ

子こ

［
71
歳
］

横
落
区（
現
）

福
祉
・
く
ら
し
を

第
一
に
す
る
町
政

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
田
境
　
　毅

副
委
員
長　
葊
野
　
房
男　
　

委　
　
員　
都
築
　
幸
夫
　
　

委
　
　
員　
岩
本
　
知
帆

委
　
　
員　
長
谷
川
　
進

委
　
　
員　
野
坂
　
純
子

委
　
　
員　
吉
本
　
智
明

委
　
　
員　
藤
本
　
和
美

発
行
責
任
者

議　
　
長　
藤
江
　
　徹

第
一
回
臨
時
会

●
幸
田
町
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
監
査
委
員（
議
会
選
出
）

　
黒く
ろ

木き　

一は
じ
め　

氏（
横
落
区
）

　
　
（
全
員
賛
成
で
同
意
）

●
幸
田
町
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
員

　
稲い
な
熊ぐ
ま
公ま
さ
孝た
か
氏（
蒲
郡
市
）

　
　
（
全
員
賛
成
で
同
意
）

●
幸
田
町
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

●
幸
田
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

●
幸
田
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

●
令
和
５
年
度
幸
田
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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